
編
集
手
帳

　
こ
の
た
び
『
宮
っ
子
』
W
E
B

版
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
過
去

の
記
事
や
春
風
地
域
版
の
「
は
る

か
ぜ
」
な
ど
が
手
軽
に
検
索
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
５
・
６
月
号
で
は
「
は
る

か
ぜ
版
が
で
き
る
ま
で
」
や
「
編

集
員
の
自
己
紹
介
」
な
ど
を
掲
載

し
ま
し
た
。
普
段
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
の
か
、

こ
れ
を
機
会
に
、
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

　
は
る
か
ぜ
編
集
部
で
は
、
毎
月

1
回
集
ま
る
編
集
会
議
以
外
は
、

取
材
記
事
の
確
認
や
相
談
な
ど
、

基
本
的
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
進
め
て
お

り
、
円
滑
か
つ
柔
軟
な
編
集
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
仕
事
を
続
け

て
い
た
り
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

人
な
ど
で
も
参
加
可
能
な
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う
で
、
全
て

春
風
地
域
在
住
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
編
集
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
毎
月
の
最
終
土
曜
日

午
前
10
時
か
ら
、
春
風
公
民
館
で

行
っ
て
い
る
編
集
会
議
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口

で
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば・・・

①
相
談・
支
援
…
介
護
保
険
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
相
談

や
支
援

②
介
護
予
防
…
「
要
支
援
」認
定
さ

れ
た
人
な
ど
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
。

認
知
症
、フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
支
援

③
権
利
擁
護
…
権
利
擁
護
、成
年

後
見
制
度
、高
齢
者
虐
待
に
関
す

る
相
談
や
支
援

④
連
携
…
心
身
の
状
態
や
介
護
状

況
が
変
わ
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、各
機
関
と
連
携
し
て
高

齢
者
の
生
活
全
般
を
支
え
ま
す

【
開
所
時
間
】

月
〜
土
曜
日（
祝
日
、年
末
年
始
を

除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
問
い
合
わ
せ
】

　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
上
甲
子

園（
必
ず
、事
前
に
電
話
予
約
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
）

　
☎︎
3
8・6
0
3
1

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、暮
ら
し
を

支
え
ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口

��

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
一
声
聞
い
た
だ
け
で
、
明
ら
か

に
「
普
通
の
人
じ
ゃ
な
い
」
と
分

か
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
浜
埜
さ
ん
の

声
は
美
し
い
。
そ
の
声
は
、
フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
長
ら
く

活
躍
し
、
現
在
は
読
み
聞
か
せ
や

歌
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、
人
々
を

楽
し
ま
せ
続
け
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
出
身
の
浜
埜
さ
ん
は
、

幼
い
頃
か
ら
「
出
た
が
り
の
し
ゃ

べ
り
た
が
り
」。
小
学
１
年
生
の
時

か
ら
ト
ー
ク
を
弾
ま
せ
て
は
、
ク

ラ
ス
内
の
爆
笑
を
と
る
ツ
ワ
モ
ノ

で
し
た
。
そ
こ
へ
、
中
学
２
年
の

時
に
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
一
言「
君

は
本
読
み
が
上
手
だ
ね
」
が
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
す
大
き
な
き

っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
進
学
し
た

福
山
市
立
福
山
高
等
学
校
で
は
、

放
送
部
が
な
か
っ
た
た
め
自
ら
立

ち
上
げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
。
50
人
中

８
位
に
な
り
ま
し
た
。

　「
広
島
東
部
の
小
さ
な
規
模
で

し
た
が
、
独
学
で
こ
こ
ま
で
や
れ

た
！ 

と
い
う
喜
び
は
今
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
へ
の
夢
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
り
ま
し
た
ね
」

　
そ
の
後
、
大
阪
芸
術
大
学
放
送

学
科
に
進
学
。
放
送
局
へ
の
就
職

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
グ
ル
ー
プ
エ
コ

ー
に
所
属
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
へ
の
道
を
歩
み
だ
し
ま
し
た
。

N
H
K
『
名
曲
ア
ル
バ
ム
』
や

A
B
C
の
料
理
番
組
、
サ
ン
テ
レ

ビ
「
四
季
の
釣
り
」
や
テ
レ
ビ
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ル
ク

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
数
々
の
番

組
や
C
M
で
活
躍
し
、
結
婚
後
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
ナ
レ
ー
タ

ー
の
仕
事
で
全
国
を
飛
び
回
っ
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で

浜
埜
さ
ん
を
見
て
い
た
り
、
声
を

聞
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
子
育
て
中
は
特
に
、
周
り
の
人

の
協
力
の
お
か
げ
で
働
く
こ
と
が

で
き
た
と
語
る
浜
埜
さ
ん
。
特
に

夫
へ
の
感
謝
の
思
い
が
尽
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
５
人

の
孫
に
も
囲
ま
れ
て
、
優
し
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
も
の
ぞ
か
せ
て

い
ま
す
。

　
21
年
前
、
小
松
町
在
住
の
松

本
雅
美
さ
ん
ら
仲
間
３
人
で
、

N
H
K
の
ど
自
慢
に
も
出
場
し
ま

し
た
。
鐘
二
つ
を
も
ら
っ
た
曲
は

『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』。

そ
れ
を
機
に
松
本
さ
ん
と
歌
の
活

動
を
始
め
、
途
中
か
ら
オ
カ
リ
ナ

な
ど
の
演
奏
の
比
嘉
啓
子
さ
ん
も

加
わ
り
、「
ひ
ょ
っ
こ
リ
ー
ナ
」
を

結
成
。
今
で
は
月
に
５
回
ほ
ど
、

老
人
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば

れ
て
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

「
皆
さ
ん
笑
顔
に
な
っ
て
若
返
る
ん

で
す
よ
。
と
て
も
う
れ
し
く
て
私

の
元
気
の
源
で
す
。『
人
形
劇
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
・
カ
ナ
リ
ア
』

と
共
に
、
呼
ん
で
も
ら
え
る
限
り

頑
張
り
た
い
で
す
ね
」

　
今
も
、
ワ
サ
ビ
や
か
ら
し
は
極

力
食
べ
な
い
な
ど
、
喉
に
気
を
つ

け
て
い
る
と
い
う
浜
埜
さ
ん
。
美

し
い
声
で
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
！

司会の仕事も大忙しでした

体を動かす遊びもあるよ 大がかりな仕掛けにびっくり！

準備も子どもたちで行います 懐しのもぐらたたき コントロールはバッチリ！

ひょっこリーナの舞台は明るく元気いっぱいです
（中央が浜埜さん）

第364号令和 7年 5月 1日は る か ぜ は る か ぜ第364号 令和 7年 5月 1日⑴ ⑷

編集・発
春風地区
コミュニティ委員
（春風公民館）

行

会

第364号
２０２5年 5 月 １ 日

広告

若々しい笑顔も
魅力的です

甲子園浜田町　浜埜　都根美さん（69）
　元フリーアナウンサーの浜

はま
埜
の
都根美さんは、その経験を生かし、現在は「人形劇読み聞か

せグループカナリア」や、歌と演奏の「ひょっこリーナ」活動で、今も変わらぬ美声を響かせな
がら、多くの人々を楽しませています。浜田町婦人会で地域にも貢献する浜埜さんに話を聞
きました。

今も昔も表現することが大好き！今も昔も表現することが大好き！
皆さんの笑顔が元気の源です皆さんの笑顔が元気の源です



市役所での全体会議は、 定期的に
行われる広報部会のほか、

新年号や特集記事など全市版の記
事、 事業専門部会等があり

代表者が出席します。

企画紙面

広　報　部　会　等

会　　計

引っ越してきて地域のことを知ら
なかったので、会計ならできるか
なと？ と、中学PTAからそのまま
残りました。いろんな人と知り合
いにもなれるし、過去の情報も学
べたり純粋に楽しいですよ！

フルタイムの会社員ですが、マイペ
ースで作業できるので、楽しく続け
ています。地域の様子を知れるのが
活動のだいごみです。見開きの企画
誌面づくりで使うソフト（パワーポイ
ント）のスキルアップにもつながり、
一石二鳥です！

「たからばこ」はじめ、 主に編集を担
当しています。新聞社出身でフリー
ライターだったので、どんな原稿で
も記事に仕上げます（もちろんご自
身の書いた記事を尊重します）。
気軽な気持ちで、一緒に『宮っ子』
作りに参加しませんか？

女性陣のパワーに圧倒されつつ
（笑）積極的な意見交換や活動がと
ても新鮮で、 日々の刺激になって
います。市役所での会議などに出
席して、みんなに伝える役目も担
っています。元気でいる限り続け
たいですね。

『宮っ子』作りに参加して
みませんか？ 文章が

書けなくても大丈夫！
サークル活動気分で
始めてみませんか？

 地域活動への第一歩へ！
まずは一度

お問い合わせください。

みんなをあたたかく見守って
くれるお父さん的

存在です。

　毎号春風版の表紙で地域の人材を紹介する
「たからばこ」は定番のコーナーになりました。
編集会議でゲストを決定し、実際にカフェや自
宅で会ったり、距離がある場合はリモートでイ
ンタビューを行います。その後はパソコンで原
稿を仕上げ、LINEでゲストにもチェックしても
らった後、編集員も確認して完成です。

公民館に
掲示したよ

たからばこ

2.3面見開きでドーンと
一つのテーマで大きな
企画を特集することも

あります。今後は写真や
絵なども広く募集する

予定です！

イラストレーター
というPCソフトで
原稿を作成してい
ます。レイアウト
は固定で写真と文
章を打ち変えるの
みにしています。

文章量を調整する
のが難しいので直
接打ちながら考え
ています。
最終誌面は市の担
当者がチェックし
てくれるので安心
です！

地域との関わり合いがない
今、せめてと続けています。
私は思いついたことをただ
しゃべってるだけなんです
が（笑）そんなハードルの低
さが気楽で楽しんでいます。

急な仕事で会議の欠席や遅
刻も多いのですが、みんな
同じなので問題ありません。
人と話すのは好きですが、
文章は苦手…。でも箇条書
きで渡すだけでもOK！
きちんと記事に仕上げても
らえるので安心です。

子どもにも取材に協力して
もらって、家族ぐるみで楽
しんでいます。自分で撮っ
た写真や記事が載るとうれ
しくて制作している！ とい 
　　う実感が湧きますね。

アイデアを出すのは好きだし
行動力もあるので、たまには
力になれるかなと（笑）。
忙しくて会議に行けない日も
ありますが、地域とのつなが
りを大事にしたいと思って続
けています。

思い出もたくさんできたし、私をき
っかけに『宮っ子』を読んでくれる
ママ友が増えたことがうれしかった
です！ 仕事の都合で会議には参加
できなくなるため、今後は特派員的
に参加する予定です。こんなスタイ
ルもアリみたいですよ！

月1回の会議以外は
すべてLINEでのやりとり

なので、 とっても
気軽です！

取 材 活 動

地 域 交 流

学校の先生や地域の人に写真や記
事を依頼することもありますが、
編集員が取材に行くことも少なく
ありません。良い感じの写真を撮
る腕前もだんだん上がる！？

毎年恒例となった新年号掲載
の年男年女・小5生の年賀状は
公民館に現物を張り出します。
その作業も編集員年末の恒例
行事。子どもたちの力作が毎
年楽しみです！

「こんな賞とりました！」
「珍しい趣味やってます」
「近所にすごい経歴の
おじいちゃんいます」

「長年、地域活動頑張ってます」
などなど、記事になりそうな
ネタ、お待ちしております。
広告掲載も募集しています。
お気軽にお問合せください。

編 　 集 　 会 　議

『宮っ子』は2カ月に1回発行されるため
制作時間も約2カ月あります。

はるかぜの編集会議は月に1回。
毎月最終土曜日の午前10時より約1時間

程度、春風公民館で行っています。
内容は、主に次号掲載原稿の進

しん

捗
ちょく

状況の
共有です。なごやかな雰囲気の中
みんな、自由に発言しています。
ぜひ一度、見学に来てください！

ついつい話が盛り上がります

福永由加
小中学PTAより12年目

小林和美
子ども会会長
より15年目

瀬川義章
代表

畑中貴子
中学校PTA
より6年目

仲間を募集中です！

オープンチャット
始めました。
ぜひ気軽に

ご参加ください

木嶋朱美
中学PTAより6年目

松下律子
中学PTAより10年目

秋元美幸
中学PTAより
9年目

上嶋歌苗
小学PTAより3年目

土生久美子
小学PTAより2年目

問い合わせは
『宮っ子』
メールまで

第364号令和 7年 5月 1日は る か ぜ は る か ぜ第364号 令和 7年 5月 1日 ⑵⑶



市役所での全体会議は、 定期的に
行われる広報部会のほか、

新年号や特集記事など全市版の記
事、 事業専門部会等があり

代表者が出席します。

企画紙面

広　報　部　会　等

会　　計

引っ越してきて地域のことを知ら
なかったので、会計ならできるか
なと？ と、中学PTAからそのまま
残りました。いろんな人と知り合
いにもなれるし、過去の情報も学
べたり純粋に楽しいですよ！

フルタイムの会社員ですが、マイペ
ースで作業できるので、楽しく続け
ています。地域の様子を知れるのが
活動のだいごみです。見開きの企画
誌面づくりで使うソフト（パワーポイ
ント）のスキルアップにもつながり、
一石二鳥です！

「たからばこ」はじめ、 主に編集を担
当しています。新聞社出身でフリー
ライターだったので、どんな原稿で
も記事に仕上げます（もちろんご自
身の書いた記事を尊重します）。
気軽な気持ちで、一緒に『宮っ子』
作りに参加しませんか？

女性陣のパワーに圧倒されつつ
（笑）積極的な意見交換や活動がと
ても新鮮で、 日々の刺激になって
います。市役所での会議などに出
席して、みんなに伝える役目も担
っています。元気でいる限り続け
たいですね。

『宮っ子』作りに参加して
みませんか？ 文章が

書けなくても大丈夫！
サークル活動気分で
始めてみませんか？

 地域活動への第一歩へ！
まずは一度

お問い合わせください。

みんなをあたたかく見守って
くれるお父さん的

存在です。

　毎号春風版の表紙で地域の人材を紹介する
「たからばこ」は定番のコーナーになりました。
編集会議でゲストを決定し、実際にカフェや自
宅で会ったり、距離がある場合はリモートでイ
ンタビューを行います。その後はパソコンで原
稿を仕上げ、LINEでゲストにもチェックしても
らった後、編集員も確認して完成です。

公民館に
掲示したよ

たからばこ

2.3面見開きでドーンと
一つのテーマで大きな
企画を特集することも

あります。今後は写真や
絵なども広く募集する

予定です！

イラストレーター
というPCソフトで
原稿を作成してい
ます。レイアウト
は固定で写真と文
章を打ち変えるの
みにしています。

文章量を調整する
のが難しいので直
接打ちながら考え
ています。
最終誌面は市の担
当者がチェックし
てくれるので安心
です！

地域との関わり合いがない
今、せめてと続けています。
私は思いついたことをただ
しゃべってるだけなんです
が（笑）そんなハードルの低
さが気楽で楽しんでいます。

急な仕事で会議の欠席や遅
刻も多いのですが、みんな
同じなので問題ありません。
人と話すのは好きですが、
文章は苦手…。でも箇条書
きで渡すだけでもOK！
きちんと記事に仕上げても
らえるので安心です。

子どもにも取材に協力して
もらって、家族ぐるみで楽
しんでいます。自分で撮っ
た写真や記事が載るとうれ
しくて制作している！ とい 
　　う実感が湧きますね。

アイデアを出すのは好きだし
行動力もあるので、たまには
力になれるかなと（笑）。
忙しくて会議に行けない日も
ありますが、地域とのつなが
りを大事にしたいと思って続
けています。

思い出もたくさんできたし、私をき
っかけに『宮っ子』を読んでくれる
ママ友が増えたことがうれしかった
です！ 仕事の都合で会議には参加
できなくなるため、今後は特派員的
に参加する予定です。こんなスタイ
ルもアリみたいですよ！

月1回の会議以外は
すべてLINEでのやりとり

なので、 とっても
気軽です！

取 材 活 動

地 域 交 流

学校の先生や地域の人に写真や記
事を依頼することもありますが、
編集員が取材に行くことも少なく
ありません。良い感じの写真を撮
る腕前もだんだん上がる！？

毎年恒例となった新年号掲載
の年男年女・小5生の年賀状は
公民館に現物を張り出します。
その作業も編集員年末の恒例
行事。子どもたちの力作が毎
年楽しみです！

「こんな賞とりました！」
「珍しい趣味やってます」
「近所にすごい経歴の
おじいちゃんいます」

「長年、地域活動頑張ってます」
などなど、記事になりそうな
ネタ、お待ちしております。
広告掲載も募集しています。
お気軽にお問合せください。

編 　 集 　 会 　 議

『宮っ子』は2カ月に1回発行されるため
制作時間も約2カ月あります。

はるかぜの編集会議は月に1回。
毎月最終土曜日の午前10時より約1時間

程度、春風公民館で行っています。
内容は、主に次号掲載原稿の進

しん

捗
ちょく

状況の
共有です。なごやかな雰囲気の中
みんな、自由に発言しています。
ぜひ一度、見学に来てください！

ついつい話が盛り上がります

福永由加
小中学PTAより12年目

小林和美
子ども会会長
より15年目

瀬川義章
代表

畑中貴子
中学校PTA
より6年目

仲間を募集中です！

オープンチャット
始めました。
ぜひ気軽に

ご参加ください

木嶋朱美
中学PTAより6年目

松下律子
中学PTAより10年目

秋元美幸
中学PTAより
9年目

上嶋歌苗
小学PTAより3年目

土生久美子
小学PTAより2年目

問い合わせは
『宮っ子』
メールまで

第364号令和 7年 5月 1日は る か ぜ は る か ぜ第364号 令和 7年 5月 1日 ⑵⑶



編
集
手
帳

　
こ
の
た
び
『
宮
っ
子
』
W
E
B

版
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
過
去

の
記
事
や
春
風
地
域
版
の
「
は
る

か
ぜ
」
な
ど
が
手
軽
に
検
索
し
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
５
・
６
月
号
で
は
「
は
る

か
ぜ
版
が
で
き
る
ま
で
」
や
「
編

集
員
の
自
己
紹
介
」
な
ど
を
掲
載

し
ま
し
た
。
普
段
、
ど
の
よ
う
な

メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
の
か
、

こ
れ
を
機
会
に
、
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
た
ら
幸
い
で
す
。

　
は
る
か
ぜ
編
集
部
で
は
、
毎
月

1
回
集
ま
る
編
集
会
議
以
外
は
、

取
材
記
事
の
確
認
や
相
談
な
ど
、

基
本
的
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
進
め
て
お

り
、
円
滑
か
つ
柔
軟
な
編
集
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。
仕
事
を
続
け

て
い
た
り
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

人
な
ど
で
も
参
加
可
能
な
楽
し
い

サ
ー
ク
ル
活
動
の
よ
う
で
、
全
て

春
風
地
域
在
住
の
皆
さ
ん
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　
編
集
員
は
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
は
毎
月
の
最
終
土
曜
日

午
前
10
時
か
ら
、
春
風
公
民
館
で

行
っ
て
い
る
編
集
会
議
を
の
ぞ
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
い
つ
で
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

　
西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口

で
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。例
え
ば・・・

①
相
談・
支
援
…
介
護
保
険
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
相
談

や
支
援

②
介
護
予
防
…
「
要
支
援
」認
定
さ

れ
た
人
な
ど
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
。

認
知
症
、フ
レ
イ
ル
の
予
防
や
支
援

③
権
利
擁
護
…
権
利
擁
護
、成
年

後
見
制
度
、高
齢
者
虐
待
に
関
す

る
相
談
や
支
援

④
連
携
…
心
身
の
状
態
や
介
護
状

況
が
変
わ
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、各
機
関
と
連
携
し
て
高

齢
者
の
生
活
全
般
を
支
え
ま
す

【
開
所
時
間
】

月
〜
土
曜
日（
祝
日
、年
末
年
始
を

除
く
）午
前
9
時
〜
午
後
5
時

【
問
い
合
わ
せ
】

　
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口
上
甲
子

園（
必
ず
、事
前
に
電
話
予
約
の
上
、

お
越
し
く
だ
さ
い
）

　
☎︎
3
8・6
0
3
1

　
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
元
気
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、暮
ら
し
を

支
え
ま
す
。気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口

西
宮
市
高
齢
者
あ
ん
し
ん
窓
口

��
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
一
声
聞
い
た
だ
け
で
、
明
ら
か

に
「
普
通
の
人
じ
ゃ
な
い
」
と
分

か
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
浜
埜
さ
ん
の

声
は
美
し
い
。
そ
の
声
は
、
フ
リ

ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て
長
ら
く

活
躍
し
、
現
在
は
読
み
聞
か
せ
や

歌
の
グ
ル
ー
プ
活
動
で
、
人
々
を

楽
し
ま
せ
続
け
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
出
身
の
浜
埜
さ
ん
は
、

幼
い
頃
か
ら
「
出
た
が
り
の
し
ゃ

べ
り
た
が
り
」。
小
学
１
年
生
の
時

か
ら
ト
ー
ク
を
弾
ま
せ
て
は
、
ク

ラ
ス
内
の
爆
笑
を
と
る
ツ
ワ
モ
ノ

で
し
た
。
そ
こ
へ
、
中
学
２
年
の

時
に
先
生
か
ら
も
ら
っ
た
一
言「
君

は
本
読
み
が
上
手
だ
ね
」
が
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
を
目
指
す
大
き
な
き

っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
進
学
し
た

福
山
市
立
福
山
高
等
学
校
で
は
、

放
送
部
が
な
か
っ
た
た
め
自
ら
立

ち
上
げ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
高
校
放

送
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
。
50
人
中

８
位
に
な
り
ま
し
た
。

　「
広
島
東
部
の
小
さ
な
規
模
で

し
た
が
、
独
学
で
こ
こ
ま
で
や
れ

た
！ 

と
い
う
喜
び
は
今
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
ま
ま
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
へ
の
夢
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
り
ま
し
た
ね
」

　
そ
の
後
、
大
阪
芸
術
大
学
放
送

学
科
に
進
学
。
放
送
局
へ
の
就
職

は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
グ
ル
ー
プ
エ
コ

ー
に
所
属
し
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
へ
の
道
を
歩
み
だ
し
ま
し
た
。

N
H
K
『
名
曲
ア
ル
バ
ム
』
や

A
B
C
の
料
理
番
組
、
サ
ン
テ
レ

ビ
「
四
季
の
釣
り
」
や
テ
レ
ビ
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ル
ク

の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
数
々
の
番

組
や
C
M
で
活
躍
し
、
結
婚
後
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
ナ
レ
ー
タ

ー
の
仕
事
で
全
国
を
飛
び
回
っ
て

き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で

浜
埜
さ
ん
を
見
て
い
た
り
、
声
を

聞
い
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　
子
育
て
中
は
特
に
、
周
り
の
人

の
協
力
の
お
か
げ
で
働
く
こ
と
が

で
き
た
と
語
る
浜
埜
さ
ん
。
特
に

夫
へ
の
感
謝
の
思
い
が
尽
き
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
５
人

の
孫
に
も
囲
ま
れ
て
、
優
し
い
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
も
の
ぞ
か
せ
て

い
ま
す
。

　
21
年
前
、
小
松
町
在
住
の
松

本
雅
美
さ
ん
ら
仲
間
３
人
で
、

N
H
K
の
ど
自
慢
に
も
出
場
し
ま

し
た
。
鐘
二
つ
を
も
ら
っ
た
曲
は

『
ひ
ょ
っ
こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
』。

そ
れ
を
機
に
松
本
さ
ん
と
歌
の
活

動
を
始
め
、
途
中
か
ら
オ
カ
リ
ナ

な
ど
の
演
奏
の
比
嘉
啓
子
さ
ん
も

加
わ
り
、「
ひ
ょ
っ
こ
リ
ー
ナ
」
を

結
成
。
今
で
は
月
に
５
回
ほ
ど
、

老
人
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ば

れ
て
シ
ョ
ー
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

「
皆
さ
ん
笑
顔
に
な
っ
て
若
返
る
ん

で
す
よ
。
と
て
も
う
れ
し
く
て
私

の
元
気
の
源
で
す
。『
人
形
劇
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
・
カ
ナ
リ
ア
』

と
共
に
、
呼
ん
で
も
ら
え
る
限
り

頑
張
り
た
い
で
す
ね
」

　
今
も
、
ワ
サ
ビ
や
か
ら
し
は
極

力
食
べ
な
い
な
ど
、
喉
に
気
を
つ

け
て
い
る
と
い
う
浜
埜
さ
ん
。
美

し
い
声
で
い
つ
ま
で
も
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
！

司会の仕事も大忙しでした

体を動かす遊びもあるよ 大がかりな仕掛けにびっくり！

準備も子どもたちで行います 懐しのもぐらたたき コントロールはバッチリ！

ひょっこリーナの舞台は明るく元気いっぱいです
（中央が浜埜さん）

第364号令和 7年 5月 1日は る か ぜ は る か ぜ第364号 令和 7年 5月 1日⑴ ⑷

編集・発
春風地区
コミュニティ委員
（春風公民館）

行

会

第364号
２０２5年 5 月 １ 日

広告

若々しい笑顔も
魅力的です

甲子園浜田町　浜埜　都根美さん（69）
　元フリーアナウンサーの浜

はま
埜
の
都根美さんは、その経験を生かし、現在は「人形劇読み聞か

せグループカナリア」や、歌と演奏の「ひょっこリーナ」活動で、今も変わらぬ美声を響かせな
がら、多くの人々を楽しませています。浜田町婦人会で地域にも貢献する浜埜さんに話を聞
きました。

今も昔も表現することが大好き！今も昔も表現することが大好き！
皆さんの笑顔が元気の源です皆さんの笑顔が元気の源です


